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論文要旨： 
【背景・目的】交代制勤務に従事する看護師の睡眠薬使用の状況や、それが生活の質（QOL）、職務機能
に与える影響を明らかにすること。【方法】大学病院に勤務する看護師を対象に質問紙を用いた横断調査
を行い 1202 名より回答を得た。このうち、交代制勤務に従事する女性看護師 997 名（平均年齢±標準偏
差：30.0±8.0 歳）を分析の対象とした。対象者を睡眠薬非使用者、単剤使用者、多剤併用者に分け、
それぞれにおける抑うつ症状、QOL、業務アクシデントの頻度を検討した。【結果】本対象者における睡
眠薬使用率は 10.0％であった。多剤併用者は睡眠薬非使用者、単剤使用者と比較して抑うつ症状が重度
であり、QOL が低く、業務アクシデントの頻度も高かった。睡眠薬使用の関連要因を検討したところ、
睡眠薬使用については 4つの要因（27歳以上、抑うつ症状、夜型傾向、不眠の存在）が関連していたの
に対して、多剤使用については交代制勤務障害のみが関連する要因だった。【考察・結論】交代制勤務に
従事する看護師では睡眠薬の使用頻度が高かった。特に、多剤併用者では QOL や職務機能が低く、交代
制勤務に従事における睡眠薬の有用性や、有効な使用方法について今後さらに研究が必要と考えられた。
 
審査過程： 
1. 本研究の臨床的背景について具体的な説明がなされた。 
2. 睡眠障害の性差について質問があり、適切な回答が得られた。 
3. 交代制勤務従事者における睡眠障害対策についての質問に対して適切な説明がなされた。 
4. 本研究の新規性に関する質問に対して、睡眠薬の使用量まで検討に含めた点との回答が得られた。
5. 横断研究の限界点として因果の逆転を考慮する必要があることが適切に説明された。 
 
価値判定： 
本研究により、交代制勤務に従事する看護師の睡眠薬使用の実態、多剤併用者における QOL の低下、
職務機能の低下といった問題の存在が明らかとなった。交代制勤務は人口の 19％が従事している。本研
究結果は、交代制勤務従事者の睡眠障害対策、職務上の安全対策に資するものであり、学位論文として
の価値を認める。 
 
